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５－１ 開いている棚割モデルの帳票を作成する（商品集計表） 

商品集計表では、開いている棚割モデルをもとに陳列商品ごとの売上数量、売上金

額、回転率や ABC分析、スペース構成比など、様々な分析結果を一覧表形式で作成

できます。 

最終行には各項目の合計値が出力されるため、棚割モデル全体の集計結果を確認で

きます。 

 

 

 

 

 

1. ［棚割操作］－［開く］より該当の棚割モデルを開きます。 

2. ［帳票作成］－［棚割帳票］をクリックします。 

3. 「棚割帳票」画面の［基本］タブより「商品集計表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. 出力する項目を選択します。選択可能項目から出力した項目を選択して［追加］をクリック、またはダブルクリックしま

す。Ctrlキーや Shiftキーで範囲選択や複数選択が可能です。 

出力する項目の順番を変更したい場合は、順番を変更したい項目を選択して［↑］［↓］で変更します。 

5. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

6. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 
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売上情報を帳票に反映させる 

売上情報を棚割モデルに紐づけると、売上情報を帳票に反映させることができます。（詳細は７-１を参照してください。） 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」のチェックボックスを有効にします。 

3. 「売上情報選択」より店舗または「パターン集計」、「全店集計」から紐づけたい売上情報を選択します。 

4. 分析期間を設定します。（未設定の場合は全期間の合計値で分析されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

 

陳列されていない商品も表示させる 

棚割モデルに陳列されていない商品も出力できるため、取扱い漏れの商品がないか確認できます。 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」の［詳細設定］をクリックします。 

3. ［売上情報のみ商品］より「売上情報のみの商品も分析対象にする」を有効にします。 

4. 表示させたい分類を一覧より選択します。（［陳列商品の商品分類を選択］をクリックすると、自動選択されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

6. 帳票の出力項目に「◆（既陳列）」を含めると、棚割モデル内の商品の有無を確認できます。 

 

 

 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 

 ［詳細設定］より出力時の細かな設定ができます。 

印刷時、1つの明細出力に使用する行数を設定する 「明細使用行数（画像/バーコード出力時は無視）」で行数を選択します。 

明細の出力順を変更する 「明細出力順」で出力順の基準となる項目、「昇順」「降順」をそれぞれ選択できます。 
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５－１ 開いている棚割モデルの帳票を作成する（商品分類集計表） 

商品分類集計表では、開いている棚割モデルの陳列商品の分析結果を、品種やメーカー 

といった分類単位で出力できます。棚割モデル内で、どの品種がよく売れているのか、 

どのメーカーが売上に貢献しているのかなどを確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

1. ［棚割操作］－［開く］より該当の棚割モデルを開きます。 

2. ［帳票作成］－［棚割帳票］をクリックします。 

3. 「棚割帳票」画面の［基本］タブより「商品分類集計表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. 「商品分類」のプルダウンメニューから出力の基準にしたい分類を選択します。 

5. 出力する項目を選択します。選択可能項目から出力したい項目を選択して［追加］をクリック、またはダブルクリックし

ます。Ctrlキーや Shiftキーで範囲選択や複数選択が可能です。 

出力する項目の順番を変更したい場合は、順番を変更したい項目を選択して［↑］［↓］で変更します。 

6. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

7. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 
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売上情報を帳票に反映させる 

売上情報を棚割モデルに紐づけると、売上情報を帳票に反映させることができます。（詳細は７-１を参照してください。） 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」のチェックボックスを有効にします。 

3. 「売上情報選択」より店舗または「パターン集計」、「全店集計」から紐づけたい売上情報を選択します。 

4. 分析期間を設定します。（未設定の場合は全期間の合計値で分析されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

 

陳列されていない商品も表示させる 

棚割モデルに陳列されていない商品も出力できるため、取扱い漏れの商品がないか確認できます。 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」の［詳細設定］をクリックします。 

3. ［売上情報のみ商品］より「売上情報のみの商品も分析対象にする」を有効にします。 

4. 表示させたい分類を一覧より選択します。（［陳列商品の商品分類を選択］をクリックすると、自動選択されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

 

 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 

 ［詳細設定］より出力時の細かな設定ができます。 

印刷時、1つの明細出力に使用する行数を設定する 「明細使用行数（画像/バーコード出力時は無視）」で行数を選択します。 

明細の出力順を変更する 「明細出力順」で出力順の基準となる項目、「昇順」「降順」を選択できます。 
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５－１ 開いている棚割モデルの帳票を作成する（クロス集計表） 

クロス集計表では、開いている棚割モデルの陳列商品に 2軸の分類を掛け合わせて 

分析した結果を一覧表形式で作成します。棚割全体でみた時の分析結果と、選択し 

た分類内でみた時の分析結果を同時に確認可能です。 

 

 

 

 

 

 

1. ［棚割操作］－［開く］より該当の棚割モデルを開きます。 

2. ［帳票作成］－［棚割帳票］をクリックします。 

3. 「棚割帳票」画面の［基本］タブより「クロス集計表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. 「クロス項目」で第 1クロス項目、第 2クロス項目を選択します。 

5. 出力する項目を選択します。選択可能項目から出力したい項目を選択して［追加］をクリック、またはダブルクリックし

ます。Ctrlキーや Shiftキーで範囲選択や複数選択が可能です。 

出力する項目の順番を変更したい場合は、順番を変更したい項目を選択して［↑］［↓］で変更します。 

6. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

7. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 
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各分類の商品の品揃えと分析結果を同時に確認する 

1. ［棚割操作］－［開く］より該当の棚割モデルを開きます。 

2. ［帳票作成］－［棚割帳票］をクリックします。 

3. 「棚割帳票」画面の［基本］タブより「クロス集計表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. 「クロス項目」で第 1クロス項目に確認したい分類（今回は「品種」を選択します）、第 2クロス項目に「商品」を選択

します。 

5. 出力する項目を選択します。 

例えば「売数 ABC」と「売数 ABC（分類内）」を選択すると、棚割全体でみた場合、分類内でみた場合の分析結果が同時

に確認できます。 

6. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

7. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 

 

売上情報を帳票に反映させる 

売上情報を棚割モデルに紐づけると、売上情報を帳票に反映させることができます。（詳細は７-１を参照してください。） 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」のチェックボックスを有効にします。 

3. 「売上情報選択」より店舗または「パターン集計」、「全店集計」から紐づけたい売上情報を選択します。 

4. 分析期間を設定します。（未設定の場合は全期間の合計値で分析されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

 

陳列されていない商品も表示させる 

棚割モデルに陳列されていない商品も出力できるため、取扱い漏れの商品がないか確認できます。 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」の［詳細設定］をクリックします。 

3. ［売上情報のみ商品］より「売上情報のみの商品も分析対象にする」を有効にします。 

4. 表示させたい分類を一覧より選択します。（［陳列商品の商品分類を選択］をクリックすると、自動選択されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

［詳細設定］内の「出力項目（商品）」で「◆（既陳列）」を有効にすると、棚割モデル内の商品の有無を確認できます。 
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 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 

 ［詳細設定］より出力時の細かな設定ができます。 

印刷時、1つの明細出力に使用する行数を設定する  「明細使用行数（画像/バーコード出力時は無視）」で行数を選択します。 

明細の出力順を変更する                             「明細出力順」で出力順の基準となる項目、「昇順」「降順」を選択できます。 

第 2クロス項目で「商品」選択時の出力項目を設定する 出力したい項目を選択します。 
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５－１ 開いている棚割モデルの帳票を作成する（クロス ABC集計表） 

クロス ABC集計表では開いている棚割モデルの陳列商品を、「売上数量と売上金額」、

「粗利と売上金額」など、2つの切り口から ABC分析を同時に行ない、結果をマトリ

クス形式で出力できます。 

縦軸と横軸の交差した個所がその商品の位置取りとなるため、棚割全体のバランス

もよくわかります。 

 

 

 

 

 

1. ［棚割操作］－［開く］より該当の棚割モデルを開きます。 

2. ［帳票作成］－［棚割帳票］をクリックします。 

3. 「棚割帳票」画面の［基本］タブより「クロス ABC集計表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. クロス項目（X軸）、クロス項目（Y軸）をそれぞれ選択します。 

5. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

6. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 

 

売上情報を帳票に反映させる 

売上情報を棚割モデルに紐づけると、売上情報を帳票に反映させることができます。（詳細は７-１を参照してください。） 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」のチェックボックスを有効にします。 

3. 「売上情報選択」より店舗または「パターン集計」、「全店集計」から紐づけたい売上情報を選択します。 

4. 分析期間を設定します。（未設定の場合は全期間の合計値で分析されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

ＡＡ ＡＢ 
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陳列されていない商品も表示させる 

棚割モデルに陳列されていない商品も出力できるため、取扱い漏れの商品がないか確認できます。 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」の［詳細設定］をクリックします。 

3. ［売上情報のみ商品］より「売上情報のみの商品も分析対象にする」を有効にします。 

4. 表示させたい分類を一覧より選択します。（［陳列商品の商品分類を選択］をクリックすると、自動選択されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

［詳細設定］内の「オプション設定」で「陳列商品に◆記号を付加する」を有効にすると、棚割モデル内の商品の有無を

確認できます。 

 

 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 

 ［詳細設定］より出力時の細かな設定ができます。 

表示するコードの種類を選択する 「出力項目（コード）」より共通商品コードかプライベートコードを選択します。 

表示する名称の種類を選択する 「出力項目（名称）」より商品名か商品カナ名、短縮品名を選択します。 
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５－１ 開いている棚割モデルの帳票を作成する（台別集計表） 

棚割モデルに設置している台ごとの売上数量や金額などの集計結果を一覧表形式で

出力できます。陳列構成比や売上構成比を台単位でみることができるため、アイテ

ム数のチェックや売上貢献度を確認できます。 

 

 

 

 

 

  

1. ［棚割操作］－［開く］より該当の棚割モデルを開きます。 

2. ［帳票作成］－［棚割帳票］をクリックします。 

3. 「棚割帳票」画面の［基本］タブより「台別集計表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. 出力する項目を選択します。選択可能項目から出力した項目を選択して［追加］をクリック、またはダブルクリックしま

す。Ctrlキーや Shiftキーで範囲選択や複数選択が可能です。 

出力する項目の順番を変更したい場合は、順番を変更したい項目を選択して［↑］［↓］で変更します。 

5. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

6. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 
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売上情報を帳票に反映させる 

売上情報を棚割モデルに紐づけると、売上情報を帳票に反映させることができます。（詳細は７-１を参照してください。） 

 

1. ［棚割操作］－［分析設定］をクリックします。 

2. 「売上情報（分析）」のチェックボックスを有効にします。 

3. 「売上情報選択」より店舗または「パターン集計」、「全店集計」から紐づけたい売上情報を選択します。 

4. 分析期間を設定します。（未設定の場合は全期間の合計値で分析されます） 

5. ［設定］をクリックします。 

 
 

 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 
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５－２ 棚割編集画面を出力する（棚割を 3Dで出力する） 

作成した棚割モデルを平面ではなく 3Dで表示し、確認することができます。 

設定画面上で什器の配置も可能なため、L字型やコの字型に什器を配置してより立体的でリアルな売場再現が可能です。 

 

 

3D画面を表示する 

1. ［棚割操作］－［開く］より該当の棚割モデルを開きます。 

2. ［棚割操作］－［3D表示］をクリックします。 

3. 「3D表示」画面の［3D表示］をクリックします。 

 

 

什器のレイアウトを配置する 

1. 「レイアウト設定」でフロアのサイズ（幅/奥行）を指定します。背景色を色設定ボタンから設定できます。 

2. 「正面設定」で什器の正面の向きを設定します。赤い辺が正面です。 

3. 什器を選択します。選択した棚割モデルの什器台数が表示されています。 

4. フロアにマウスを移動し、配置したい場所でクリックします。フロア内の赤い点が中央を示しています。 

什器を配置後に変更することができます。 

［移動］ボタン フロア内に設置した什器を移動できます。 

［回転］ボタン フロア内に設置した什器の角度を変更できます。 

什器をクリック後、什器の角に表示される青丸をクリックします。 

マウスを移動し、良い角度で再度クリックします。 

［削除］ボタン フロア内に設置した任意の什器を削除します。 

［クリア］ボタン  フロア内に設置した什器をすべて削除します。 

5. 全台の設置完了後、［3D表示］をクリックします。 
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3D画面を出力する 

1. 「3D表示」画面上でクリックすると、マウスカーソルが矢印から十字に変わります。確認したい向きを自由に設定するこ

とができます。 

2. 表示画面を拡大、縮小することができます。 

［＋］ボタン 棚を手前に拡大表示します。 

［－］ボタン 棚を奥に縮小表示します。 

［リセット］ボタン  表示サイズと角度を初期値に戻します。 

3. 出力したい画面を調整して、［出力］をクリックします。 

4. 「3D印刷」画面が表示します。タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

5. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 

 

 3D表示後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが

表示され、［はい］を選択すると次回も同様のレイアウト設定で表示します。 

 背板に任意の色を付けて出力したい、または背板そのものを出力したくない場合は、［什器配置］－［詳細設定］から設定が

可能です。 
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５－２ 棚割編集画面を出力する（棚割モデルを画面コピーで出力する） 

作成した棚割モデルの画面を、クリップ出力や画像ファイルとして出力できます。 

棚割モデル画像を JPEGや BMPといった画像ファイルとして出力したい場合に活用できます。 

 

 

棚割編集画面を出力する 

棚割編集中の画面を出力できます。画像出力を行ないたい棚割モデルを［棚割操作］－［開く］で選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリップ画像としてファイルに貼り付ける 

1. ［棚割操作］－［画像出力］をクリックします。 

2. 「画像出力」画面が表示されます。出力の設定を行ないます。 

「出力台」 出力の対象にする台を全台、台別、台別（1頁出力）、現在表示領域から選択します。 

「表示設定」 出力時のサイズを手動設定、棚高基準、棚幅基準から設定します。 

手動設定選択時はテキストボックスに数値を入力します。 

「背景色」 棚の背景色を色設定ボタンで設定します。 

3. ［クリップボード］をクリックします。 

4. 確認メッセージが表示されます。［OK］をクリックします。 

5. 貼り付けたいソフト（Excelなど）を立ち上げます。 

6. 貼り付けたい場所で右クリックし、貼り付け（Excelの場合）などで貼り付けを行ないます。 

 

 

画像ファイルとして出力する 

1. ［棚割操作］－［画像出力］をクリックします。 

2. 「画像出力」画面が表示されます。出力の設定を行ないます。 

3. ［ファイル出力］をクリックします。 

4. 「名前を付けて保存」画面で任意のファイル名を付けます。 

ファイルの種類を BMP、JPEG（jpg）、EMFから選択できます。 

5. 任意の場所を選択し、［保存］をクリックします。 
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５－３ 複数の棚割モデルの帳票を一括で作成する 

複数の棚割モデルの棚割帳票をまとめて出力することができます。棚割モデルを開いている場合は、複数種類の帳票をまとめて出力

可能です。 

［一括出力］ボタンは、棚割図や棚割表、陳列商品の一覧表をまとめて出力する「一括出力」と、棚割モデル同士を比較して、追加

とカットの商品の一覧表などをまとめて出力する「一括出力（追加変更）」に分かれています。 

 

 

 

一括出力 

1. ［帳票作成］－［一括出力］をクリックします。 

2. ［棚割モデル選択］より出力したい棚割モデルを選択します。 

棚割モデルを開いている場合は、開いている棚割モデルを対象に複数種類の帳票をまとめて出力できます。 

3. 「基本」もしくは「お気に入り」から出力したい帳票のチェックボックスを有効にします。 

4. 各帳票、出力先の設定を行ないます。出力先横のセレクトボタンをクリックして、設定画面を表示します。 

5. 設定画面を［終了］で閉じます。 

6. ［実行］をクリックします。 

 

   ※異なる種別の棚割モデルを選択する場合には、手順 2の［棚割モデル選択］を数回に分けて選びます。 

       例えば、実施モデルと提案モデルを出力対象にされる場合には 1回目の棚割モデル選択で実施モデルを選択します。 

2回目の棚割モデル選択で提案モデルを選択します。 

（外部棚割モデルを出力対象にする場合にも同様の作業ができます） 

 

 



 

 
©CYBERLINKS co.,LTD. All rights reserved. 

操作マニュアル（プラス） 第５章 帳票を作成する 

Sh   
 

 

 

 

 

一括出力（追加変更） 

1. ［帳票作成］－［一括出力（追加変更）］をクリックします。 

2. 「出力棚割モデル情報」で対象の棚割モデルを選択して、［閉じる］をクリックします。 

棚割モデルを開いている場合は、開いている棚割モデルが基本棚割モデルとなります。 

過去直近と比較する ［棚割モデル選択］で選択した実施モデルと、その直近過去の実施モデルを設定します。 

棚割モデル選択 方法 1  

［棚割モデル選択］より基本棚割モデル、［棚割モデル選択（比較）］より比較する棚割モデルを選択します。

各ウィンドウで、対にする棚割モデルと棚割モデル（比較）を選択し［追加］をクリックします。 

 

方法 2 

［棚割モデル選択］より基本棚割モデルを選択します。 

棚割変更日を入力して[実施モデル割当]をクリックすると、選択された基本棚割モデルに対して、カテゴリー

とパターンが一致する指定日直近過去の実施モデルを検索して自動的に組み合わせます。 

3. 「基本」もしくは「お気に入り」から出力したい帳票のチェックボックスを有効にします。 

4. 各帳票、出力先の設定を行ないます。 

出力先横のセレクトボタンをクリックして、設定画面を表示します。 

5. 設定画面を［終了］で閉じます。 

6. ［実行］をクリックします。 

 

 

帳票の出力方法を設定する 

複数種類の帳票を 1つの Excelファイルにまとめる、または棚割モデルごとに 

Excelファイルを分けて出力することができます。 

帳票の出力に関する細かい設定は［詳細設定］で行ないます。 

 

 

複数種類の帳票を棚割モデルごとに Excelファイルで出力する 

1. ［詳細設定］をクリックします。 

2. 「出力ファイル名」のプルダウンメニューで「棚割モデル名称」または 

「パターン名称」を選択します。 

3. 「棚割モデル毎にファイルを作成する」にチェックを付けます。 

4. ［設定］をクリックします。 
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Excel出力する各棚割モデル、各帳票の出力内容を 1ファイルで出力する 

1. 「詳細設定」をクリックします。 

2. 「出力ファイル名」で「全てを 1ファイルで作成する（Excel形式時のみ）」にチェックを付けます。 

3. 「ファイル名」に Excelファイルの名称を入力します。 

4. ［設定］をクリックします。 

 

 帳票の設定画面を［終了］や［×］ボタンで閉じる場合に「設定内容を保存しますか」と確認メッセージが表示され、［はい］

を選択すると設定内容を保存します。 
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５－４ 組み合わせた帳票を作成する 

帳票や 3D表示、分析検証のグラフを組み合わせて、Excelまたは PowerPointのファイ

ルを作成できます。1ファイルに複数の情報をまとめることができるため、棚割管理の

資料として活用できます。 

 

一度作成した内容はお気に入りに設定保存できるため、次回作成時は棚割モデルを選択

するだけで同じ内容のファイルを作成可能です。 

 

 

新規でファイルを作成する 

 

出力対象の棚割モデルを選択 

1. ［帳票作成］－［複合出力］をクリックします。 

2. 設定方法の選択で「新規作成」を選択し、［次へ］をクリックします。 

3. ファイル形式の選択で PowerPointまたは Excelを選択して、［次へ］をクリックします。 

4. 「棚割モデル選択（基本）」で対象の棚割モデルを選択します。過去の棚割モデルや他店の棚割モデルと比較を行なう場

合は、「棚割モデル選択（比較）」から比較対象にする棚割モデルも選択します。 

過去直近と比較する  選択している実施または店舗モデルの直近過去の実施または店舗モデルを設定します。 

棚割モデル選択    ［棚割モデル選択］から比較対象にする棚割モデルを選択します。 

分析結果を出力するには、［分析設定］であらかじめ棚割モデルと売上情報の紐付けを行なう必要があります。 

 

レイアウトの設定と出力 

5. 出力したい内容によって、何枚レイアウトを作成するかを決めます。 

［追加］ レイアウト数を追加します。 

［挿入］  表示しているレイアウトの前に追加します。 

［削除］  選択したレイアウトを削除します。 

6. ［レイアウト設定］をクリックします。 

2分割から 4分割まで、計 8種類の中から希望のレイアウトを選択して［設定］をクリックします。 

7. 出力する帳票やグラフを選択します。 

レイアウト（空き領域）をクリックし、［基本］［お気に入り］［その他］タブから出力したい帳票や分析グラフをクリッ

クします。比較対象にする棚割モデルをレイアウトに設定する場合は、ドロップダウンリストから「棚割モデル情報（比

較）」を先に選択します。 

8. 各帳票、グラフの設定を行なう場合は、設定したい帳票類を選択後［詳細設定］をクリックして設定画面を表示します。 

9. ［実行］をクリックし、任意の場所に名前を付けて保存します。 
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設定内容を保存する 

1. 前ページ手順 7の実行画面で［設定保存（お気に入り）］をクリックします。 

2. 名前を付けて［登録］をクリックします。 

 

保存した設定内容でファイルを作成する 

1. ［帳票作成］－［複合出力］をクリックします。 

2. 設定方法の選択で「お気に入り」を選択し、一覧より使用したい設定を選択します。 

3. ［次へ］をクリックします。 

4. ファイル形式を選択し、［次へ］をクリックします。 

5. 棚割モデルを選択し、［次へ］をクリックします。 

6. レイアウト設定、その他詳細設定は設定保存の内容を反映しているため、確認後［次へ］をクリックします。 

7. ［実行］をクリックし、任意の場所に名前を付けて保存します。 

 

 

分析グラフを含めたファイルを作成する 

 帳票以外にも売上情報を用いた分析グラフを同時にファイル出力することができます。   

 

1. ［帳票作成］－［複合出力］をクリックします。 

2. 設定方法の選択で［新規作成］を選択し、［次へ］をクリックします。 

3. ファイル形式を選択し、［次へ］をクリックします。 

4. 棚割モデルを選択し、［次へ］をクリックします。 

5. レイアウトの設定を行ないます。レイアウト数とデザインを設定します。 

6. レイアウト（空き領域）をクリックし、［その他］タブから確認をしたい分析グラフを選択します。 

7. レイアウトを選択した状態で［詳細設定］をクリックします。 

「グラフ設定」画面が表示されます。グラフの形式や出力値、出力項目などを設定し、［設定］をクリックします。 

設定内容は選択している分析グラフによって異なります。詳細は７－３を参照してください。 

3D表示の結果を出力したい場合は、［詳細設定］であらかじめ 3D画像を保存しておく必要があります。（※） 

8. ［実行］をクリックし、任意の場所に名前を付けて保存します。 

 棚割モデルを開いている場合は、その棚割モデルが基本の棚割モデルとして設定されます。 

 PowerPointや Excelファイル形式で出力するには、PowerPointや Excel がインストールされている必要があります。 

 Excel形式で出力した場合はシート別に、PowerPoint形式で出力した場合はスライド別に出力します。 

※   3D表示を出力する場合は、一度 3D画像を作成する必要があります。 

1. レイアウトに 3D表示を選択し、［詳細設定］をクリックします。 

2. レイアウト設定を行ない、［3D表示］をクリックします。 

3. 3D表示実行後、［保存］をクリックします。 
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５－５ 複数の棚割モデルを集計した帳票を作成する（星取表） 

星取表では、縦軸に商品一覧、横軸に棚割モデルの一覧を表示して、各パターンが

どの商品を採用しているかを示す帳票を作成します。 

店舗モデルの採用商品を確認する場合は［集計帳票（店舗）］から星取表を出力し

ます。 

 

 

 

 

 

1. 棚割モデルを開いている場合は閉じます。 

2. ［帳票作成］－［集計帳票］をクリックします。 

3. 「集計帳票」画面の［基本］タブより「星取表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. ［棚割モデル選択］から対象の棚割モデルを選択します。 

「棚割モデル情報」画面の［↑］［↓］で棚割モデルの表示順序を変更できます。 

5. 出力する項目を選択します。選択可能項目から出力した項目を選択して［追加］をクリック、またはダブルクリックしま

す。Ctrlキーや Shiftキーで範囲選択や複数選択が可能です。 

出力する項目の順番を変更したい場合は、順番を変更したい項目を選択して［↑］［↓］で変更します。 

6. サブタイトルを設定します。 

7. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 
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※異なる種別の棚割モデルを選択する場合には、手順 4の［棚割モデル選択］を数回に分けて選びます。 

       例えば、実施モデルと提案モデルを出力対象にされる場合には 1回目の棚割モデル選択で実施モデルを選択します。 

2回目の棚割モデル選択で提案モデルを選択します。 

（外部棚割モデルを出力対象にする場合にも同様の作業ができます） 

 

 

 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 

 ［詳細設定］より出力時の細かな設定ができます。  

印刷時、1つの明細出力に使用する行数を設定する  「明細使用行数（画像/バーコード出力時は無視）」で行数を選択します。 

明細の出力順を変更する 「明細出力順」で出力順の基準となる項目、「昇順」「降順」を選択できます。 

横軸に棚割モデル名称を表示する 「棚割モデルタイトル」で「棚割モデル名称」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
©CYBERLINKS co.,LTD. All rights reserved. 

操作マニュアル（プラス） 第５章 帳票を作成する 

Sh   

５－５ 複数の棚割モデルを集計した帳票を作成する（追加変更集計表） 

追加変更集計表では棚割モデル同士を比較して、追加、削除、位置変更、フェイス数の

変更といった変更情報を、陳列している商品の共通商品コードや商品名などと併せた表

を作成できます。 

 

 

 

 

 

 

1. 棚割モデルを開いている場合は閉じます。 

2. ［帳票作成］－［集計帳票］をクリックします。 

3. 「集計帳票」画面の［基本］タブより「追加変更集計表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. 「出力棚割モデル情報」で対象の棚割モデルを選択し、［閉じる］をクリックします。 

過去直近と比較する ［棚割モデル選択］で選択した実施モデルと、その直近過去の実施モデルを設定します。 

棚割モデル選択    方法 1  

［棚割モデル選択］より基本棚割モデル、［棚割モデル選択（比較）］より比較する棚割モデルを選択します。

各ウィンドウで、対にする棚割モデルと棚割モデル（比較）を選択し［追加］をクリックします。 

 

方法 2 

［棚割モデル選択］より基本棚割モデルを選択します。 

棚割変更日を入力して[実施モデル割当]をクリックすると、選択された基本棚割モデルに対して、カテゴリーと

パターンが一致する指定日直近過去の実施モデルを検索して自動的に組み合わせます。 

 

5. 出力する項目を選択します。選択可能項目から出力したい項目を選択して［追加］をクリック、またはダブルクリックし
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ます。Ctrlキーや Shiftキーで範囲選択や複数選択が可能です。 

出力する項目の順番を変更したい場合は、順番を変更したい項目を選択して［↑］［↓］で変更します。 

6. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

7. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 

 

 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 

 ［詳細設定］より出力時の細かな設定ができます。 

変更内容の凡例を出力する            「オプション設定」内の「変更項目凡例を出力する」を有効にします。 

出力対象にする変更内容を設定する          「変更内容」で確認したい変更内容を有効にします。 

印刷時、1つの明細出力に使用する行数を設定する  「明細使用行数（画像/バーコード出力時は無視）」で行数を選択します。 

明細の出力順を変更する                          「明細出力順」で出力順の基準となる項目、「昇順」「降順」を選択できます。 

横軸に棚割モデル名称を表示する         「棚割モデルタイトル」で「棚割モデル名称」を選択します。 

追加商品、削除商品の一覧を出力する       ［明細一覧出力］タブの「明細一覧出力」で追加リストや削除リストを有効にします。 
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５－５ 複数の棚割モデルを集計した帳票を作成する（未登録商品一覧表） 

未登録商品一覧表では、複数の棚割モデルを指定して、陳列しているダミー商品、

未登録商品のみ抽出して一覧表形式で出力できます。 

 

 

 

 

 

 

 

1. 棚割モデルを開いている場合は閉じます。 

2. ［帳票作成］－［集計帳票］をクリックします。 

3. 「集計帳票」画面の［基本］タブより「未登録商品一覧表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. ［棚割モデル選択］から対象の棚割モデルを選択します。 

5. 出力する項目を選択します。選択可能項目から出力したい項目を選択して［追加］をクリック、またはダブルクリックし

ます。Ctrlキーや Shiftキーで範囲選択や複数選択が可能です。 

出力する項目の順番を変更したい場合は、順番を変更したい項目を選択して［↑］［↓］で変更します。 

6. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

7. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 
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※異なる種別の棚割モデルを選択する場合には、手順 4の［棚割モデル選択］を数回に分けて選びます。 

       例えば、実施モデルと提案モデルを出力対象にされる場合には 1回目の棚割モデル選択で実施モデルを選択します。 

2回目の棚割モデル選択で提案モデルを選択します。 

（外部棚割モデルを出力対象にさせる場合にも同様の作業ができます） 

 

 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 

 ［詳細設定］より出力時の細かな設定ができます。 

同一商品をまとめて出力する 同一商品が複数存在した場合に 1明細にまとめて出力します。 

明細の出力順を変更する 「明細出力順」で出力順の基準となる項目、「昇順」「降順」を選択できます。 
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５－５ 複数の棚割モデルを集計した帳票を作成する（棚割モデル集計表） 

複数の棚割モデルを棚割モデル単位で集計して、選択した棚割モデルのそれぞれの

総アイテム数やフェイス数、売上金額などを一覧形式で出力できます。 

 

 

 

 

 

 

 

1. 棚割モデルを開いている場合は閉じます。 

2. ［帳票作成］－［集計帳票］をクリックします。 

3. 「集計帳票」画面の［基本］タブより「棚割モデル集計表」を選択して、［選択］をクリックします。 

4. ［棚割モデル選択］から対象の棚割モデルを選択します。 

5. 出力する項目を選択します。選択可能項目から出力したい項目を選択して［追加］をクリック、またはダブルクリックし

ます。Ctrlキーや Shiftキーで範囲選択や複数選択が可能です。 

出力する項目の順番を変更したい場合は、順番を変更したい項目を選択して［↑］［↓］で変更します。 

6. タイトル（メイン/サブ）を設定します。 

7. 「出力先」から出力の形式を選択して［実行］をクリックします。 

出力時のプレビュー画面を確認する場合は［プレビュー］をクリックします。 
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※異なる種別の棚割モデルを選択する場合には、手順 4の［棚割モデル選択］を数回に分けて選びます。 

       例えば、実施モデルと提案モデルを出力対象にされる場合には 1回目の棚割モデル選択で実施モデルを選択します。 

2回目の棚割モデル選択で提案モデルを選択します。 

（外部棚割モデルを出力対象にさせる場合にも同様の作業ができます） 

 

 出力後に［終了］や［×］ボタンで画面を閉じる場合に「今回の設定内容を次回にも適用しますか」と確認メッセージが表

示され、［はい］を選択すると設定内容を保存します。 

 ［詳細設定］より出力時の細かな設定ができます。 

印刷時、1つの明細出力に使用する行数を設定する  「明細使用行数（画像/バーコード出力時は無視）」で行数を選択します。 

明細の出力順を変更する 「明細出力順」で出力順の基準となる項目、「昇順」「降順」を選択できます。 
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